
定年を70歳から65歳に｡新しい顔ぶれが揃う。

神戸酒徒雷附選考座談会

に
立
っ
て
活
動
し
た
か
ら
、
張
出
大
関

に
相
応
し
い
。
２
０
０
４
年
は
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
だ
か
ら
ア
シ
ッ
ク
ス

の
和
田
清
美
の
活
躍
に
も
期
待
し
た
い
。

Ｂ
神
戸
の
産
業
の
将
来
を
考
え
た
時
、

食
文
化
産
業
が
中
心
に
な
っ
て
く
る
。

現
在
食
文
化
産
業
の
売
り
上
げ
は
、
重

厚
長
大
産
業
と
ほ
ぼ
同
じ
水
準
に
あ
る

と
い
う
。
ロ
ッ
ク
・
フ
ィ
ー
ル
ド
の
岩

田
弘
三
、
伊
藤
ハ
ム
の
伊
藤
正
視
、
Ｍ

Ｃ
Ｃ
食
品
の
水
垣
宏
隆
、
沢
の
鶴
の
西

村
隆
治
、
新
社
長
と
な
っ
た
ド
ン
ク
の

友
近
史
夫
ら
の
活
蹄
は
目
覚
ま
し
い
。

Ａ
神
戸
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
い
う
と
、

旧
居
留
地
界
隈
の
神
戸
大
丸
周
辺
が
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
と
し
て
か
な
り

注
目
さ
れ
て
い
る
。
食
品
産
業
で
い
う

と
ト
ー
ホ
ー
の
岩
崎
誠
輔
は
、
小
学
生

を
畑
に
招
く
な
ど
し
て
食
育
に
尽
力
し

て
い
る
。

Ｄ
ル
シ
ェ
ル
ブ
ル
ー
の
高
下
浩
明
の

活
躍
ぶ
り
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。

価
格
競
争
が
進
む
中
で
、
逆
に
敷
居
を

高
く
し
て
、
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
。

Ｂ
震
災
復
興
関
連
で
は
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ

Ｈ
Ｙ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
２
０
０
５
夢
基
金
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
た
フ
ェ
リ
シ
モ
の

矢
崎
和
彦
も
社
会
貢
献
と
い
う
意
味
で

は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

Ｄ
（
社
）
神
戸
青
年
会
議
所
で
は
、

イ
ン
ド
系
ア
メ
リ
カ
人
の
理
事
長
キ
ラ

ン
。
Ｓ
・
セ
テ
ィ
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

画選考委員

木下健さん(三富商店代表取締役会長）

角田嘉宏さん(有古特許事務所所長）

桃田武司さん(神戸新聞社編集局経済部長）

松田茂樹さん(ﾏﾆｯｸｽ取締役社長）

7０

西／経涜人
ｌ
本
年
度
か
ら
、
定
年
を
沌
歳
か
ら
髄

歳
に
設
定
し
ま
し
た
。
２
０
０
３
年
は

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
優
勝
に
尽
き
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
い
た
し
ま
す

ね
。
神
戸
市
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
宣

言
を
行
っ
て
釦
周
年
と
い
う
節
目
で

も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
先
端
医
療
産

業
都
市
が
伸
び
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

Ａ
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
る
神
戸
経

済
の
中
に
あ
っ
て
神
戸
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
は
元
気
だ
な
と
い
う
気
が
し
ま
す
ね
。

ワ
ー
ル
ド
の
寺
井
秀
蔵
を
筆
頭
に
健
闘

し
て
い
る
。
ジ
ャ
ヴ
ァ
の
細
川
数
夫
は
、

長
年
に
わ
た
っ
て
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

を
先
導
し
て
き
た
。
こ
の
功
績
を
ふ
ま

え
れ
ば
張
出
横
綱
に
匹
敵
す
る
。

Ｃ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
宣
言
釦
周

年
で
は
、
イ
ズ
ム
の
小
田
倶
義
が
先
頭
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鱗デー』，

視
点
で
若
者
ら
し
い
活
力
の
あ
る
活
動

を
行
っ
た
。
本
年
度
は
、
神
戸
風
月
堂

の
下
村
治
生
が
理
事
長
に
な
る
。
元
町

商
店
街
も
１
３
０
周
年
を
迎
え
る
か

‘屋晶エ

本
年
度
の
横
綱
は
ど
な
た
で
し
ょ
う
か
。

従
来
通
り
、
定
年
が
沌
歳
で
あ
れ
ば
、

淡
路
屋
の
寺
本
幌
が
最
右
翼
だ
っ
た
。

昨
年
１
０
０
周
年
を
迎
え
、
孫
も
誕
生

し
ま
し
た
か
ら
活
躍
が
期
待
で
き
る
。

Ｃ
医
療
機
器
の
開
発
、
販
売
に
お
い

て
、
世
界
の
中
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

シ
ェ
ア
を
誇
る
シ
ス
メ
ッ
ク
ス
の
家
次

恒
の
活
躍
が
目
覚
ま
し
い
。
神
戸
商
工

会
議
所
の
副
会
頭
と
い
う
要
職
に
就
き
、

「
神
戸
皿
世
紀
サ
ロ
ン
」
を
発
足
さ
せ

る
な
ど
、
神
戸
経
済
界
の
ニ
ュ
ー
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
張
出
横
綱

に
文
句
な
し
だ
ろ
う
。

Ｂ
神
戸
は
港
湾
の
発
展
に
よ
っ
て
栄

え
て
き
た
。
神
戸
空
港
の
開
港
や
突
堤

が
特
区
に
認
定
さ
れ
る
な
ど
、
神
戸
の
生

命
線
を
握
っ
て
い
る
。
川
西
倉
庫
の
川

西
章
二
が
横
綱
を
張
っ
て
も
ら
わ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
だ
ろ
う
。

ｌ
三
役
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
真
珠
の
街
と
し
て
知
ら
れ
る
神
戸

だ
が
、
奥
田
真
珠
の
奥
田
一
弥
が
、
力

を
入
れ
て
い
る
黒
蝶
真
珠
の
売
り
上
げ

が
、
好
調
の
よ
う
だ
。
真
珠
業
界
の
中

で
も
健
闘
が
光
っ
て
い
る
の
で
殊
勲
賞

に
し
よ
う
。

Ｂ
敢
闘
賞
は
、
様
々
な
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
見
せ
た
キ
ラ
ン
．
Ｓ
・
セ
テ
ィ
。

Ｄ
南
京
町
を
総
括
す
る
曹
英
生
が
、

技
能
賞
だ
ろ
う
。

7１

ら
期
待
し
た
い
。

Ｃ
先
端
医
療
産
業
都
市
構
想
の
関
係

で
い
う
と
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
（
助
新
産
業
創
造

研
究
機
構
）
が
中
核
を
担
う
。
松
井
繁

明
が
掲
げ
る
大
企
業
の
技
術
や
大
学
で

の
研
究
の
成
果
を
中
小
企
業
に
移
転
さ

せ
る
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
成
功
す
れ
ば
日
本

の
産
業
復
興
の
モ
デ
ル
に
な
る
。

ｌ
各
地
域
ご
と
に
も
新
し
い
動
き
が
あ

り
ま
し
た
ね
。

Ｂ
有
馬
温
泉
は
特
区
に
指
定
さ
れ
た
。

ね
ぎ
や
陵
楓
閣
の
増
田
兵
右
衛
門
が
有

馬
温
泉
旅
館
組
合
長
を
務
め
、
街
づ
く

り
や
名
産
づ
く
り
な
ど
の
活
動
に
熱
を

入
れ
て
い
る
。

Ｃ
世
界
中
か
ら
の
玩
具
を
集
め
た
有

馬
玩
具
博
物
館
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
御

所
坊
の
金
井
啓
修
も
、
街
へ
の
思
い
が

感
じ
ら
れ
る
。

Ａ
元
町
東
地
区
協
議
会
（
Ｍ
Ｅ
Ｗ
）
の

永
田
耕
一
は
、
神
戸
大
丸
前
で
日
野
暗

正
を
招
い
て
元
町
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ピ
ク

ニ
ッ
ク
を
開
催
す
る
な
ど
神
戸
ら
し
い

催
し
で
市
民
を
楽
し
ま
せ
た
。

Ｄ
南
京
町
で
は
、
老
祥
記
の
曹
英
生

が
、
南
京
町
商
店
街
振
興
組
合
長
に
就

任
し
、
春
節
祭
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
、

そ
の
手
腕
を
発
揮
し
て
い
る
。
ホ
テ
ル

業
界
で
は
、
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ

ル
の
中
内
仁
に
寄
せ
ら
れ
る
期
待
が
大

き
い
。

ｌ
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
が
光
り
ま
す
が
、

一
《、

帝Ｌ

角田嘉宏さん 木下催さん

縁』 蝋鴎
松田茂樹さん 桃田武司さん
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神戸酒徒雷附選考座談会

た
ん
や
か
ら
ね
。

Ｂ
谷
く
ん
に
は
殊
勲
賞
を
い
か
が
で

し
ょ
う
。

Ｃ
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
か
ら
は
三
浦
知

良
。
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
は
経
営
が
変
わ
っ

て
も
市
民
球
団
に
は
変
わ
り
な
い
か
ら
ね
。

よ
く
動
き
、
飲
み

活
躍
し
た
文
化
人
た
ち

ｌ
昨
年
の
番
附
表
を
見
ま
し
ょ
う
か
。

Ａ
美
術
の
上
位
で
は
植
松
圭
二
、
引

き
続
き
頑
張
っ
て
い
た
ね
。

Ｂ
逆
さ
ま
の
頑
張
り
で
河
崎
晃
一
・

芦
屋
市
立
博
物
館
が
つ
ぶ
れ
そ
う
だ
と
。

番
付
に
は
自
身
の
造
形
作
家
と
し
て
出

て
い
る
ね
。

Ａ
昨
年
の
上
位
、
谷
川
浩
司
、
大
森

一
樹
、
内
藤
国
雄
、
吉
田
泰
巳
ま
で
は

動
か
な
い
ね
。

Ｃ
吉
田
泰
巳
さ
ん
が
ず
っ
と
こ
の
位

置
な
の
は
な
ぜ
。

Ａ
よ
う
飲
む
か
ら
（
笑
）
。

Ｂ
玉
岡
か
お
る
も
大
作
「
天
涯
の
船
』

を
発
表
し
た
。

Ｃ
伊
藤
ル
ミ
も
頑
張
っ
て
い
る
。
け

れ
ど
順
位
は
小
曽
根
真
の
方
が
上
だ
ろ

う
ね
。

Ａ
佐
川
満
男
は
病
気
し
て
ま
し
た
ね
。

あ
か
ん
、
休
場
に
し
ま
し
ょ
う
。
け
つ

こ
う
番
付
に
登
場
す
る
と
頑
張
っ
て
飲

ん
じ
ゃ
う
人
が
い
ま
す
か
ら
ね
。

Ｂ
井
茂
圭
洞
さ
ん
が
昨
年
定
年
に
な
っ

た
か
ら
、
書
道
関
係
が
い
な
い
ね
。
一

横
綱
・
星
野
仙
一
で
決
ま
り

ｌ
さ
て
２
０
０
３
年
を
振
り
返
っ
て
。

Ａ
や
は
り
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
優
勝

に
つ
き
る
よ
。
星
野
仙
一
前
監
督
の
名

前
が
挙
が
る
ね
。

Ｂ
わ
っ
、
早
速
で
す
か
。

Ａ
経
済
に
し
て
も
ス
ポ
ー
ツ
に
し
て

も
、
社
会
に
与
え
た
影
響
は
大
き
い
か

ら
ね
。

Ｃ
文
句
な
い
で
す
よ
。
こ
れ
は
も
う
、

一
気
に
横
綱
で
す
な
。
昨
年
の
話
題
は
、

タ
イ
ガ
ー
ス
に
始
ま
り
、
タ
イ
ガ
ー
ス

に
終
わ
っ
た
と
い
う
感
じ
で
し
た
ね
。

優
勝
パ
レ
ー
ド
に
も
妬
万
人
が
出
た

と
か
。

Ｂ
オ
リ
ッ
ク
ス
の
谷
佳
知
も
挙
げ
た

い
ね
。
ヤ
ワ
ラ
ち
ゃ
ん
を
射
止
め
た
と

い
う
の
は
す
ご
い
ね
。

Ａ
〃
世
界
一
の
お
嫁
さ
ん
″
を
も
ら
っ

阪神タイガース優勝で横綱は星野！

7２

京／文化人
■選考委員

岡田弘さん(元町画廊社長）

武田則明さん(建築家）

吉岡隆重さん(神戸新聞地域活動局局長）
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河

Ｂ
し
ゅ
ん
こ
う
の
ち
ぎ
り
絵
で
全
国

的
に
活
躍
し
て
い
る
田
中
悠
子
も
。

Ａ
昨
年
ま
で
会
長
を
つ
と
め
た
中
山

景
甫
に
代
わ
り
、
次
期
兵
庫
県
い
け
ば
な

協
会
長
の
肥
原
碩
甫
を
挙
げ
ま
し
ょ
う
。

ｌ
ラ
グ
ビ
ー
か
ら
は
神
鋼
ゼ
ネ
ラ
ル
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
平
尾
誠
二
が
入
っ
て
い

る
け
れ
ど
、
今
度
小
誌
で
対
談
シ
リ
ー

ズ
が
始
ま
っ
た
林
敏
之
を
入
れ
て
く
だ

さ
い
。

Ｃ
和
太
鼓
松
村
組
の
松
村
公
彦
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。
．

Ｂ
い
い
ね
、
頑
張
っ
て
い
る
。

Ａ
宝
塚
市
の
教
育
委
員
長
に
も
な
っ

た
田
辺
員
人
の
名
前
が
入
っ
て
い
な
い

ね
。
神
戸
の
歴
史
に
つ
い
て
研
究
、
講

演
会
な
ど
で
精
力
的
に
活
躍
し
て
い
る

か
ら
入
れ
た
い
ね
。

Ｂ
詩
人
と
し
て
本
も
出
し
て
い
る
し
、

御
影
花
び
ら
ま
つ
り
な
ど
も
主
催
し
て

動
き
回
っ
て
い
る
岡
本
真
穂
も
入
れ
た
い
。

Ｃ
新
開
地
の
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク

な
ゲ
ー
ト
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
工
藤
和
美

は
名
前
だ
け
で
も
挙
げ
た
い
。

Ａ
殊
勲
賞
に
は
谷
選
手
が
選
ば
れ
ま

し
た
が
、
他
の
２
賞
は
。

Ｂ
技
能
賞
に
宮
西
悠
司
を
選
び
た
い

ね
。Ｃ
宮
西
さ
ん
は
よ
う
飲
む
し
ね
。
些
貝

よ
う
一
緒
に
朝
ま
で
飲
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。

Ａ
バ
ー
ン
、
と
敢
闘
賞
に
は
松
村
組

の
リ
ー
ダ
ー
、
松
村
公
彦
を
入
れ
よ
う

か
。
太
鼓
の
音
が
響
き
渡
り
ま
す
よ
。

人
、
姫
路
の
人
だ
け
れ
ど
、
日
展
で
内

閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
書
家
・
黒

田
賢
一
の
名
前
を
挙
げ
た
い
。
朝
日
会

館
な
ど
神
戸
に
も
関
わ
り
が
深
い
の
だ

が
、
ち
ょ
っ
と
無
理
か
な
。

Ａ
建
築
家
で
は
ど
う
で
す
か
。

Ｃ
宮
西
悠
司
が
石
川
賞
と
い
う
、
も

の
す
ご
く
大
き
な
賞
を
と
っ
た
。
全
国

ネ
ッ
ト
だ
よ
。
瀬
戸
本
淳
は
兵
庫
県
建

築
士
学
会
の
副
会
長
に
就
任
、
一
気
に

張
出
小
結
に
。

Ｂ
浅
黄
斑
の
原
作
は
、
テ
レ
ビ
ド
ラ

鍔鐸;零、

7３

［

マ
で
何
本
も
放
送
さ
れ
て
い
る
。
酒
も

よ
く
飲
む
し
。

Ａ
貞
松
・
浜
田
バ
レ
エ
団
の
貞
松
正

一
郎
、
フ
ラ
メ
ン
コ
の
東
仲
一
矩
、
十

両
で
は
松
本
薫
平
、
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
（
湧

嶋
克
己
）
も
頑
張
っ
て
い
る
ね
。

新
し
い
名
前
が
続
々
登
場

Ｉ
さ
て
、
今
年
は
中
山
景
甫
と
、
須
永

克
彦
、
小
林
陸
一
郎
が
定
年
。
新
し
い

顔
ぶ
れ
を
入
れ
ま
し
ょ
う
か
。

Ａ
若
柳
吉
金
吾
の
他
に
、
舞
踊
関
係

で
は
、
藤
間
苅
佳
子
が
「
浮
舟
」
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
り
、
小
学
校
を
ま
わ
っ
て

舞
踊
公
演
を
す
る
な
ど
の
活
動
を
頑
張
っ

て
い
る
ね
。
あ
、
で
も
彼
女
は
あ
ま
り

飲
ま
な
い
か
ら
な
あ
。

Ｂ
華
や
い
だ
と
こ
ろ
で
え
え
ん
ち
や

い
ま
す
か
ね
（
笑
）
。

Ｃ
淡
路
島
で
の
「
花
と
み
ど
り
の
百

科
展
」
で
活
躍
し
た
林
ま
ゆ
み
も
挙
げ

た
い
。

Ｂ
制
作
活
動
だ
け
で
な
く
地
域
活
動

の
点
で
も
、
杉
山
知
子
、
嶋
田
誠
は
入

れ
て
お
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。

Ａ
北
野
・
山
本
地
区
の
浅
木
隆
子
も

入
れ
た
い
。
北
野
ク
ラ
ブ
で
は
、
今
年
、

近
く
に
「
収
穫
の
丘
」
を
完
成
さ
せ
る
。

Ｃ
神
戸
陶
芸
館
館
長
と
し
て
画
家
の

南
和
恵
が
入
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
具
象

の
絵
描
き
が
誰
も
い
な
い
ね
。
犬
童
徹

を
入
れ
ま
し
ょ
う
か
。
ジ
ャ
ズ
と
馬
が

い
い
よ
。

吉岡隆重さん 岡田弘さん 武田則明さん

神戸
っ子
アー
カイ
ブ
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徒番鮒勢

7４

平
成
十
六
琴
年寄

太
田
敏
郎

中
内
功

野
津
太
一
郎

柏
井
健
一

秋
田
博
正

園
田
正
和

鬼
塚
喜
八
郎

行司

瀧
川
博
司

標
本
久

田
崎
俊
作

伊
藤
研
一

取締役

畑上乾寺和木
I崎島本田下

震達英憲章
敏司文溌昌夫

西〈経済人＞

張
出
小
総
伊
藤
正
視
蚕
品
）

彊
出
小
結
矢
崎
和
彦
（
蓋
化
一

小
籍
西
村
理
｛
飲
さ

狼
出
関
脇
工
藤
恭
孝
（
牽
層
｝

張
出
：
植
村
武
雄
（
不
助
睡
）

間
脳
西
村
隆
治
（
酒
道

淵
大
関
井
植
貞
雄
（
財
団
）

弧
出
大
間
小
田
倶
義
冒
皇

大
関
岩
田
弘
三
（
食
邑

爵
横
綱
細
川
数
夫
ラ
謬
シ
『
ン
一

張
出
損
絹
家
次
恒
（
馬
）

横
綱
川
西
章
二
（
倉
忍

前
頭
高
下
浩
明
葦
多
呈

前
頭
奥
井
秀
樹
（
置
運

前
頭
友
近
史
夫
（
食
邑

前
頭
阿
部
泰
久
（
闇
）

前
頭
永
田
耕
一
（
貴
）

鮒
頭
曹
英
生
（
斎
）

前
頭
増
田
兵
右
衛
門
庶
館
）

前
顔
中
内
仁
余
テ
ル
）

前
頭
岡
崎
晴
彦
？
シ
ダ
一

揃
頭
細
谷
俊
雄
霞
食
）

前
頭
大
月
京
一
箕
珠
）

前
頭
五
代
友
和
読
迦

前
耐
水
垣
宏
隆
蚕
＆

前
頭
寺
井
秀
蔵
一
号
シ
皇

前
頭
宮
本
岩
男
（
物
流
）

前
雲
頭
小
椋
昭
夫
（
ゴ
ム
）

十
両
下
村
治
生
璽
蕊
｝

十
両
山
邑
太
左
衛
門
喬
造
）

＋
両
金
井
啓
修
（
旅
遮

十
両
木
下
一
生
（
蓋
）

十
両
岩
崎
誠
輔
蚕
邑

十
両
森
本
啓
久
（
鳥
）

十
両
ア
レ
ッ
ク
ス
楊
勇
壱

十
両
久
利
計
一
面
理

十
両
藤
井
俊
一
（
食
邑

十
両
奥
田
一
弥
茸
珠
｝

十
両
今
井
拓
雄
雷
罰
）

十
両
野
達
俊
也
寵
材
）

十
両
高
嶋
良
平
（
食
邑

十
岡
瀧
川
高
章
｛
向
器
一

十
両
寺
本
督
蚕
邑

．
》
・
両
壷
頭
キ
ラ
ン
。
Ｓ
・
セ
テ
イ
（
貿
易
）

技
能
賞
曹
英
生

敢
闘
賞
キ
ラ
ン
・
号
セ
テ
イ

殊
勲
賞
奥
田
一
弥

勝負検査役

梶
木
雅
夫

嘉
納
秀
郎

上
島
康
男

奥
村
孝

市
野
弘
之

河
野
忠
博

沢
井
修
｜

石
阪
春
夫

足
寄
・
蓄
薮
と
甚
撮
・
北
野
ク
ラ

ブ
・
小
万
・
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
・

モ
ン
ペ
リ
エ
“
ら
う
ん
じ
内
田
，

シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
・
犬
し
・
言
・
マ
イ

セ
ン
・
Ｎ
Ｏ
Ｒ
１
バ
ー
・
神
戸
倶

蕊
部
・
マ
シ
ュ
ヶ
ナ
ダ
・
ル
ン
ピ

ー
ニ
・
フ
ー
リ
ッ
シ
ュ
ハ
５
．
卜
・

佃
厩
・
ソ
ネ
・
バ
イ
ロ
ン
・
フ
ァ

ジ
ー
。
、
｜
ユ
ー
ス
ラ
イ
ス
・
レ
ッ

ド
ド
ア
・
レ
ッ
ド
バ
ー
・
逼
光
・

ロ
ー
ル
ト
レ
イ
・
Ｂ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｎ
・

和
△
是
洪
秦
部
・
た
い
き
・
猟
樫
枇
・

勺
ラ
ブ
影
・
鐘
の
匙

番附審変

松
田
茂
樹

桃
田
武
司

角
田
嘉
宏

木
下
健

〈西方〉取組場所

呼出し

小
泉
美
喜
子

神戸
っ子
アー
カイ
ブ
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7５

小
泉
美
喜
子

神 戸酒

晴
雨
不
拘
連
日
無
休
相
勤
申
候

技
能
賞
宮
西
悠
司

敢
闘
賞
松
村
公
彦

殊
勲
賞
谷
佳
知
休喝

佐
川
満
男

小
室
豊
允

梁
建
緯

三
好
栄
三

〈東方〉取組渇所

ア
テ
ィ
ッ
ク
・
花
水
個
不
・
オ
ア
シ

ス
ロ
お
た
や
ん
・
か
て
な
・
榔
峠
八
・

京
‐
く
●
れ
な
い
ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｎ
４
野
Ｔ

蛸
の
至
心
で
っ
さ
ん
・
騒
亭
・
フ

ァ
ー
・
ス
ト
パ
ブ
・
ぼ
ん
く
ら
・
マ

コ
。
、
む
ろ
・
メ
イ
ホ
。
ワ
・
エ
ル
パ

ン
チ
ョ
北
野
・
カ
ラ
ス
・
エ
ス
プ

リ
・
ま
め
．
だ
。
．
・
・
卜
．
ダ
ジ
ュ
ー

ル
・
栄
珍
‐
デ
イ
バ
イ
デ
イ
・
一
丁

人
代
官
・
溌
吉
‐
工
リ
ー
ス
・
量

代
・
等
ヴ
ォ
イ
・
蔓
駄
・
美
陀
巽
雄
．

木
脇
・
ア
プ
ロ
：
ズ
・
嵐
靭
館
・

セ
リ
．
・
ヌ
・
気
凄
ぐ
れ
カ
モ
メ
・

松
迩
裁
・
ム
‐
・
ン
シ
ャ
イ
ン
・
ヘ

ン
リ
・
‐
◇
サ
ロ
ン
ド
あ
い
Ⅱ
；
ビ

ア
・
ジ
ュ
リ
ア
ン

砂かむり

寺
門
孝
之

山
本
芳
樹

新
谷
英
子

藤
本
ハ
ル
ミ

呼出し 稀附翻査

岡
田
弘

吉
岡
隆
重

武
田
則
明

東〈文化人＞

横
綱
星
野
仙
一
重
Ｔ
シ
）

張
出
横
緬
谷
川
浩
司
｛
将
ｇ

張
出
綱
絹
大
森
一
樹
（
映
厘

大
関
内
藤
国
雄
蒋
棋
）

張
出
大
間
吉
田
泰
巳
雲
道
）

闇
大
関
植
松
圭
一
一
（
造
形
）

閲
睡
平
尾
誠
二
扇
‐
シ
）

張
出
関
脇
玉
岡
か
お
る
（
文
謹

張
出
関
泌
小
曽
根
真
害
楽
）

小
舗
若
柳
吉
金
吾
諏
舞
〉

張
出
小
結
榎
忠
雪
遥

頚
出
小
詰
瀬
戸
本
淳
産
薬
）

前
諏
華
頭
三
浦
知
良
累
‐
シ
〕

前
頭
谷
佳
知
〔
曇
‘
シ
）

前
顕
杉
山
知
子
霊
形
）

前
碩
伊
藤
ル
ミ
菩
楽
）

前
頭
松
本
幸
三
（
蔦
）

前
頭
貞
松
正
一
郎
（
洋
選

前
頭
犬
童
徹
（
絵
画

前
顕
季
村
敏
夫
置

前
調
堀
尾
貞
治
（
蔦
）

前
頭
室
崎
益
輝
癒
築
）

前
頭
東
仲
一
矩
｛
洋
基

前
頭
河
崎
晃
一
霊
形
）

煎
頭
浅
木
隆
子
霊
爵
一

前
頭
浅
黄
斑
（
文
謹

前
頭
延
原
武
春
害
蕊
）

前
崩
朝
比
奈
千
足
害
楽
）

十
両
爵
安
田
丑
作
（
建
築
）

十
両
宮
西
悠
司
霊
築
）

十
両
田
辺
虞
人
（
蚤
璽

十
両
肥
原
碩
甫
（
爵
）

＋
両
小
林
郁
雄
｛
幕
計
四

十
欝
林
敏
之
累
‐
シ
）

十
両
中
川
博
司
菩
塞

十
両
野
崎
瑠
美
（
延
患

●
十
両
嶋
田
誠
｛
文
化
爵
｝

＋
阿
南
和
恵
層
芸
）

十
両
藤
間
勅
佳
子
（
邦
ｇ

十
両
松
本
薫
平
菩
楽
）

十
両
湧
嶋
克
己
雷
画
）

十
両
中
川
正
興
票
戟
）

十
両
岡
本
真
穂
《
文
延

十
両
松
村
公
彦
書
楽
）

蒙
櫛
免
行司

木
村
重
信

望
月
美
佐

中
西
勝

筒
井
康
隆

元
永
定
正

加
藤
隆
久

取締役

石
阪
春
生

陳
舜
臣

田
辺
聖
了

長
部
文
治
郎

木
Ⅲ
術

新
谷
溌
紀

勧進元

月
刊
神
戸
っ
ｒ

編
集
室

平
成
十
五
年

十
一
一
月
三
十
七
Ｈ

選
定

神戸
っ子
アー
カイ
ブ
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院長院長

でん太の騒参蝋参

教えてドクター

の騒参蝋鯵

乏てドクター

足立優

その⑤虫歯について
お話／足立優歯科診療所

虫歯について
お話／足立優歯科診療所鯵参嶋参

7６7６

足立優

で
ん
太
あ
－
、
困
っ
た
困
っ
た
。
ど

な
い
し
よ
う
か
な
あ
。
悩
む
わ
…
。

Ｄ
ｒ
．
で
ん
太
、
ど
な
い
し
た
ん
？

何
か
困
っ
て
る
の
？

で
ん
太
も
う
す
ぐ
バ
レ
ン
タ
イ
ン
で

し
よ
。
ぼ
く
は
毎
年
い
っ
ぱ
い
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
を
貰
う
か
ら
、
ま
た
今
年
も
よ

う
け
甘
い
チ
ョ
コ
を
食
べ
る
と
、
虫
歯

に
な
ら
へ
ん
か
と
心
配
や
ね
ん
。

Ｄ
ｒ
．
何
や
、
そ
ん
な
こ
と
で
悩
ん

で
る
の
か
。
心
配
し
な
く
て
も
、
食
べ

方
さ
え
気
を
つ
け
れ
ば
大
丈
夫
。
そ
れ

に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
含
ま
れ
て
い
る
カ

カ
オ
マ
ス
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
に
は
歯
垢

を
出
来
に
く
く
す
る
作
用
が
あ
っ
て
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
他
の
砂
糖
菓
子
よ
り

も
虫
歯
を
起
こ
し
に
く
い
食
べ
物
な
ん

だ
よ
（
大
阪
大
学
歯
学
部
に
よ
る
実
験

結
果
か
ら
）
。

甘
く
な
い
か
ら
大
丈
夫
と
思
っ
て
食

べ
て
い
る
、
ご
飯
や
パ
ン
、
そ
れ
か
ら

ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
な
ん
か
の
ス
ナ
ッ
ク

菓
子
の
で
ん
ぷ
ん
も
口
の
中
で
糖
分
に

変
化
す
る
ん
だ
よ
。
特
に
ス
ナ
ッ
ク
菓

子
は
歯
に
粘
り
着
き
や
す
く
虫
歯
菌
の

絶
好
の
餌
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
ね
。

だ
ら
だ
ら
食
べ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

が
大
事
や
ね
。

で
ん
太
そ
う
か
、
虫
歯
に
な
ら
な
い

た
め
に
は
、
口
の
中
に
糖
分
を
残
さ
な

い
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
な
ん
や
ね
。
ド
ク

タ
ー
、
虫
歯
は
ど
ん
な
ふ
う
に
進
行
し

て
、
治
療
は
ど
う
な
る
の
？

Ｄ
ｒ
．
ま
ず
は
歯
の
表
面
、
エ
ナ
メ

ル
質
の
虫
歯
Ｃ
１
は
、
歯
の
表
面
の
最

も
硬
い
部
分
か
ら
始
ま
る
の
で
ほ
と
ん

で
ん
太
あ
－
、
困
っ
た
困
っ
た
。
ど

な
い
し
よ
う
か
な
あ
。
悩
む
わ
…
。

Ｄ
ｒ
．
で
ん
太
、
ど
な
い
し
た
ん
？

何
か
困
っ
て
る
の
？

で
ん
太
も
う
す
ぐ
バ
レ
ン
タ
イ
ン
で

し
よ
。
ぼ
く
は
毎
年
い
っ
ぱ
い
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
を
貰
う
か
ら
、
ま
た
今
年
も
よ

う
け
甘
い
チ
ョ
コ
を
食
べ
る
と
、
虫
歯

に
な
ら
へ
ん
か
と
心
配
や
ね
ん
。

Ｄ
ｒ
．
何
や
、
そ
ん
な
こ
と
で
悩
ん

で
る
の
か
。
心
配
し
な
く
て
も
、
食
べ

方
さ
え
気
を
つ
け
れ
ば
大
丈
夫
。
そ
れ

に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
含
ま
れ
て
い
る
カ

カ
オ
マ
ス
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
に
は
歯
垢

を
出
来
に
く
く
す
る
作
用
が
あ
っ
て
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
他
の
砂
糖
菓
子
よ
り

も
虫
歯
を
起
こ
し
に
く
い
食
べ
物
な
ん

だ
よ
（
大
阪
大
学
歯
学
部
に
よ
る
実
験

結
果
か
ら
）
。

甘
く
な
い
か
ら
大
丈
夫
と
思
っ
て
食

べ
て
い
る
、
ご
飯
や
パ
ン
、
そ
れ
か
ら

ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
な
ん
か
の
ス
ナ
ッ
ク

菓
子
の
で
ん
ぷ
ん
も
口
の
中
で
糖
分
に

２
…
１
ノ
余
．
一
・
、
。
ｆ
・
雪
，
、
一
ソ
？
芝

ど
自
覚
症
状
は
な
い
け
れ
ど
、
こ
の
時

に
治
療
す
る
と
痛
み
も
な
く
簡
単
な
ん

だ
。
そ
れ
が
少
し
進
み
、
虫
歯
が
エ
ナ

メ
ル
質
を
越
え
て
象
牙
質
に
広
が
る
Ｃ

２
に
な
る
と
、
冷
た
い
も
の
や
甘
い
も

の
が
し
み
て
く
る
ん
だ
よ
。
こ
の
こ
ろ

ま
で
は
、
治
療
も
わ
り
と
早
く
済
む
の

で
、
虫
歯
が
神
経
ま
で
達
す
る
前
に
な

る
べ
く
治
し
て
し
ま
う
の
が
い
い
ね
。

で
ん
太
そ
れ
を
放
っ
て
お
く
と
ど
う

な
る
の
？

Ｄ
ｒ
．
そ
れ
以
上
進
ん
で
Ｃ
３
に
な

る
と
、
た
え
ず
激
痛
に
な
や
ま
さ
れ
、

治
療
で
は
神
経
を
と
っ
て
し
ま
う
の
で
、

時
間
も
か
か
り
冠
を
か
ぶ
せ
な
い
と
い

け
な
く
な
っ
て
し
ま
う
ん
だ
よ
。
そ
れ

が
歯
根
ま
で
進
ん
だ
Ｃ
４
の
段
階
に
な

る
と
、
根
の
先
が
化
膿
し
て
歯
の
形
が

あ
ご

な
く
な
り
、
神
経
の
穴
を
通
し
て
顎
の

骨
に
細
菌
が
感
染
す
る
と
顔
が
大
き
く

は
れ
る
事
が
あ
る
ん
だ
。
こ
こ
ま
で
い
っ

て
し
ま
う
と
、
治
療
は
大
変
困
難
に
な
っ

て
し
ま
う
ね
。

で
ん
太
虫
歯
は
、
徐
々
に
大
き
く
な

り
、
進
行
し
て
し
ま
い
、
放
っ
て
お
い

て
治
る
と
言
う
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、

初
期
の
段
階
で
虫
歯
を
見
つ
け
な
い
と

い
け
な
い
ん
や
ね
。

Ｄ
ｒ
、
そ
れ
に
は
、
歯
科
医
院
に
行
っ

て
悪
い
と
こ
ろ
は
早
め
に
治
し
、
今
後

虫
歯
の
な
い
状
態
を
維
持
し
て
お
く
こ

と
や
ね
。
そ
の
た
め
に
は
で
き
れ
ば
予

防
歯
科
医
療
を
前
向
き
に
考
え
て
い
る

歯
科
医
師
に
診
て
も
ら
っ
た
方
が
い
い

ね
。
そ
れ
に
自
分
で
で
き
る
予
防
と
し
て
、

ど
自
覚
症
状
は
な
い
け
れ
ど
、
こ
の
時

に
治
療
す
る
と
痛
み
も
な
く
簡
単
な
ん

だ
。
そ
れ
が
少
し
進
み
、
虫
歯
が
エ
ナ

メ
ル
質
を
越
え
て
象
牙
質
に
広
が
る
Ｃ

２
に
な
る
と
、
冷
た
い
も
の
や
甘
い
も

の
が
し
み
て
く
る
ん
だ
よ
。
こ
の
こ
ろ

ま
で
は
、
治
療
も
わ
り
と
早
く
済
む
の

で
、
虫
歯
が
神
経
ま
で
達
す
る
前
に
な

る
べ
く
治
し
て
し
ま
う
の
が
い
い
ね
。

で
ん
太
そ
れ
を
放
っ
て
お
く
と
ど
う

な
る
の
？

Ｄ
ｒ
．
そ
れ
以
上
進
ん
で
Ｃ
３
に
な

る
と
、
た
え
ず
激
痛
に
な
や
ま
さ
れ
、

治
療
で
は
神
経
を
と
っ
て
し
ま
う
の
で
、

時
間
も
か
か
り
冠
を
か
ぶ
せ
な
い
と
い

け
な
く
な
っ
て
し
ま
う
ん
だ
よ
。
そ
れ

が
歯
根
ま
で
進
ん
だ
Ｃ
４
の
段
階
に
な

る
と
、
根
の
先
が
化
膿
し
て
歯
の
形
が

あ
ご

な
く
な
り
、
神
経
の
穴
を
通
し
て
顎
の

骨
に
細
菌
が
感
染
す
る
と
顔
が
大
き
く

は
れ
る
事
が
あ
る
ん
だ
。
こ
こ
ま
で
い
っ

て
し
ま
う
と
、
治
療
は
大
変
困
難
に
な
っ

て
し
ま
う
ね
。

で
し
に
良
面
ま
、
余
々
こ
た
き
く
ぼ
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歯根まで進んだむし歯神経(歯髄)まで進んだむし歯象牙質(神経に近い)むし歯エナメル質(歯の表面)のむし歯
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頁
目

鯵騨霊
…聯繍""霊神戸市東灘区岡本１．３．３３

e-mail・adachi＠kbaatt.､e・ｊｐ

婁灘難議繍享
雲騒参雛

で
ん
太
規
則
正
し
い
食
生
活
や
、
正

し
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
、
そ
れ
か
ら
定
期

的
に
歯
科
医
院
に
行
っ
て
検
診
を
受
け

る
こ
と
が
、
虫
歯
に
な
っ
て
歯
を
失
わ

な
い
た
め
の
必
須
条
件
な
ん
や
ね
。
こ

れ
で
今
年
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
い
く
つ

も
ら
っ
て
も
安
心
、
安
心
。
ド
ク
タ
ー

に
も
少
し
わ
け
て
あ
げ
る
ね
。

歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士
か
ら
適
切
な

歯
磨
き
の
方
法
の
指
導
を
受
け
て
、
日
々

気
を
抜
く
こ
と
な
く
正
し
い
歯
磨
き
を

実
行
す
る
こ
と
も
大
事
や
ね
。

で
ん
太
ふ
う
ん
、
た
だ
磨
け
ば
い
い

わ
け
で
は
な
い
の
か
。

Ｄ
ｒ
．
そ
う
、
歯
磨
き
で
一
番
大
事

な
事
は
歯
に
つ
い
て
い
る
汚
れ
が
し
っ

か
り
と
除
去
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
と

い
う
こ
と
。
磨
い
た
つ
も
り
で
も
汚
れ

が
残
っ
て
い
れ
ば
磨
け
て
い
な
い
の
と

同
じ
だ
よ
。

確
実
に
汚
れ
が
落
ち
て
い
る
か
ど
う

か
歯
科
医
院
で
診
て
も
ら
っ
た
り
自
分

で
も
チ
ェ
ッ
ク
す
る
事
が
大
事
だ
ね
。

歯
科
医
院
で
磨
き
残
し
が
な
い
か
調
べ

る
た
め
に
使
う
赤
い
薬
を
試
し
て
み
て

も
い
い
と
思
う
よ
。
こ
の
薬
は
薬
局
で

も
市
販
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
自
分
で
磨

き
残
し
が
あ
る
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
事
が

で
き
る
ん
だ
。

自
分
に
あ
っ
た
歯
ブ
ラ
シ
や
歯
磨
き

の
仕
方
を
身
に
つ
け
て
確
実
に
汚
れ
を

落
と
せ
る
よ
う
に
な
ろ
う
ね
。

で
ん
太
ド
ク
タ
ー
、
こ
の
頃
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
薬
局
で
よ
く
見
か
け
る
、

デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
や
歯
間
ブ
ラ
シ
も
使
っ

た
方
が
い
い
の
か
な
あ
？

Ｄ
ｒ
．
歯
ブ
ラ
シ
だ
け
で
は
歯
に
つ

い
た
汚
れ
の
帥
％
位
し
か
と
れ
な
い
と

い
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
歯
と
歯
の
間
の

と
れ
に
く
い
汚
れ
に
は
、
こ
れ
ら
の
デ

ン
タ
ル
フ
ロ
ス
や
歯
間
ブ
ラ
シ
が
有
効

だ
ね
。
そ
れ
か
ら
、
歯
石
を
取
る
こ
と

も
忘
れ
ず
に
ね
。
歯
石
は
虫
歯
や
歯
槽

膿
漏
の
原
因
に
な
る
か
ら
ね
。

■
足
立
優
（
あ
だ
ち
ま
さ
る
）
１

９
６
０
年
生
ま
れ
。
大
阪
歯
科
大
学
卒
。

１
９
８
８
年
米
国
留
学
後
、
神
戸
市
東

灘
区
に
足
立
優
歯
科
診
療
所
開
設
。

行
動
医
学
の
概
念
を
基
盤
と
し
た
自
己

決
定
に
基
づ
く
予
防
管
理
中
心
型
の
歯

科
医
療
を
展
開
す
る
。
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フiﾌIエリ2ｻー PhD脈撞岡田淳

窪蓋

ギッグリ腰忽な

まかせろ

ｲﾁﾃﾁﾃ員、

｢ギ､‘シワリ月要｣を抜きとるのじゃ

痛みはと７kましたか'立ｚません

そ

そりやそうだる

‘~月雲』も抜けておるからな

３

命f二へ、

、ヴヘ

２

7８

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



7９

おお！立てました！

この『鱈』は

と､こから

とつてさなんで？

震製…

堂

だ､力1'､心西己ない

彰君

ぢ

と参壱ｧ１６－ニマラとﾑーー

&手
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震災復興のアーバンデザイン・その1３

｢陸の孤島｣はどこへ行こうとしているのか？
ヴー

ムロ

瀞田中正人（都市調査計画事務所/神戸大学／神戸山手女子短期大学）
|＄

「道路を通すのは絶対に無理。わしには分かる｣。
ここはかつて区画整理がすったもんだの末、施行直前
に白紙になったという神戸市某所のまちづくり勉強会
の場だ。我々がこの地域の支援をはじめて数年になる。
議論はしばしば「道」問題をめぐって白熱する。「あ
れだけ大きな橋ができたんだから道ぐらいできないは
ずはないんだ｣。ここからは明石海峡大橋がよく見え
る。橋というにはあまりに巨大なこの土木構造物は、
開通から６年に満たないにもかかわらず、今やこの地
域一帯のアイデンティティの核として確固たる地位を
占めている。「僕は道なんか必要ないと思う｣。ここの
住人の多くは、口をそろえて自らのまちを「陸の孤島」
と呼ぶ。幹線道路がない。路線バスもない。鉄軌道に
よって分断されている。タクシーにも嫌がられる。区
画整理がポシャッた。誰も相手にしてくれない。よっ
てこの地域は「陸の孤島」である、と。いささか自虐
的な自己診断だが、そういったまちの性格ゆえに通過
交通はほとんどない。だから道路なんていらないんじゃ
ないか、そういう意見もある。
これらは勉強会の場で実際に交わされ続けてきた３
つの代表的・対照的な発言だ。確かに、一見するとこ
のまちの最大の課題は「道」問題であるように思える。
しかし、彼／彼女らの議論の核心にあるのは本当に
｢道」それ自体なのだろうか。もちろん「ギリシャ悲
劇」とか「フェルマーの大定理」ではないだろうが、

同様に「道」という単なるモノをめぐるコンフリクト
でもないように思う。

「道が必要だ」という主張は例えばまちのバイタリ

ティを向上させたいという企図を持っている。「道な
どいらない」という反論は、アンチ・モータリゼーショ
ンを含意した環境改善に向けたマニフェストに違いな
い。「道をつくるのは不可能だ」という咳きは、民主
的意思決定と合意形成の暗潜たる隙路に対する嘆きと
諦めなのかもしれない。「道」というモノの背後には
彼／彼女らが本当に望んでいる別の何かが見え隠れす
る。仮にも、まちのバイタリティの向上と環境改善と
民主的意思決定の方法論を同時に追求していく作業は
容易ではないだろう。容易ではないが、そこには原理
的に止揚され得ないようなア・プリオリな矛盾はない。
少なくとも「道」はいる／いらない、できる／できな
いといった、無限に引き伸ばされた軸線上の両端に相
互が立脚するような議論の構図を解体することはでき
る。それを解体しない限り、「道」をめぐるコンフリ
クトはまるで、先の見えない袋小路をそれと知らずに
突き進んでいくようなものだ。
「陸の孤島」はどこへ向かおうとしているのか。こ
の問いをめぐって、いつも議論の中心に据えられてき
たのは「道」問題だった。でもそれはとんでもない誤
謬であったのかもしれない。このまちの眼前に大きく
横たわっているのは、実は「道」問題ではなく、あり
とあらゆる問題を「道」に吸い寄せ、呑み込み、回収
してしまう拙造そのものではなかったか。我々は、実
に長い歳月をかけてようやくそのことに気づいたのだ。
気づいたからといって問題が氷解するわけではない。
問題は単純ではない、という当たり前のことを認識し
たにすぎない。だがこの認識を通してはじめて、この
まちは袋小路から抜け出すことができた。現状は「ギ
リシャ悲劇」ほど悲劇的ではない。地道な努力はやが
て答を見つけるだろう。「フェルマーの大定理」でさ
え、たったの350年で解かれたのだから。
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謬畿鯵:／

野崎瑠美
愉遊空間工房取締役
捌潅熱蝿士舎衿戸古悪罵

●●岩

歴
史
的
建
造
物
の
保
存
に
つ
い
て
、

最
近
様
々
な
機
会
で
取
り
沙
汰
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
歴
史
的
に
大

事
に
さ
れ
て
い
る
神
戸
の
建
築
と
言
え

ば
、
北
野
の
異
人
館
や
居
留
地
の
ビ
ル

な
ど
が
有
名
で
す
。
昔
の
建
物
は
い
い

材
料
で
丁
寧
に
造
ら
れ
て
お
り
、
残
念

な
が
ら
現
代
の
建
築
は
そ
の
点
で
超
え

る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
経
済
効
率
が

優
先
さ
れ
て
、
ゆ
と
り
が
な
い
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
。
住
ま
い
で
も
経
済

効
率
で
言
え
ば
、
四
角
い
箱
を
積
み
重

ね
る
と
経
済
的
で
す
が
、
少
し
変
形
し

た
よ
う
な
無
駄
な
空
間
は
住
ま
い
に
楽

し
さ
を
加
え
、
家
の
記
憶
の
歴
史
と
も

神戸の

モダン

リビングiIい
Ｐ司

「「

住
ま
い
の
個
性
②

●
女
流
建
築
家
シ
リ
ー
ズ

③

ニ
ー

ャ
ｊ
凸

やP

岨守

出

一
一
一② ①

日
用
§
隆

一１

①道路斜線内で精一杯有効利用した部屋。

斜めに差し込む光と、空に向かって外

部が大きく見える窓は開放感を与えて

くれます。

②狭小宅地での木造の3階建て住宅の最

上階の部屋。北側斜線をクリアーにし

た屋根勾配での天井の高さと素朴な仕

上げで明るい印象となっています。

③屋根裏の明かり取り窓。平屋建ての屋
根裏部屋のドーマー窓から切り取った

『

争
言
凸

争
言
凸

巳
』

一
手
▽
筆
》

’１
１『

⑤

な
り
ま
す
。
今
回
は
そ
ん
な
「
変
形
の

空
間
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

土
地
の
面
積
が
貴
重
な
都
会
の
中
で

は
、
そ
の
土
地
で
建
て
ら
れ
る
建
物
の

面
積
を
最
大
限
有
効
に
確
保
す
る
こ
と

が
設
計
者
に
課
せ
ら
れ
た
当
然
の
仕
事

に
な
っ
て
い
ま
す
。
形
が
決
ま
る
ま
で

の
過
程
は
、
決
め
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、

暮
ら
し
の
機
能
や
住
ま
い
に
お
け
る
夢

の
要
望
を
満
た
す
こ
と
と
、
楽
し
い
豊

か
な
空
間
を
作
っ
て
い
こ
う
と
す
る
こ

と
の
積
み
木
崩
し
の
よ
う
な
作
業
の
連

続
と
な
り
ま
す
。
要
望
を
詰
め
込
ん
で

行
く
中
で
、
建
築
の
法
的
規
制
で
の
苦

肉
の
策
の
結
果
が
、
結
構
面
白
い
空
間

と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
非
日
常
的

な
変
形
の
空
間
は
、
住
ま
い
の
個
性
と

し
て
家
族
の
記
憶
に
残
っ
て
い
く
よ
う

で
す
。

光窓。三角の窓からの光が屋根製に楽しさを加えています。

④吹き抜けの居間。コンクリート打ち放し仕上げの暑さ対策を考えた空間。高い天

井を持つ居室には、冬場の足元の暖房と、夏場の暑い空気の流れの対策が必要で、

居間の上部の窓とロフトの天窓は、空気の循環に効果的です。

⑤天井の高い子供部屋。屋根勾配に合わせた天井にヒバのムク板を貼り、北側には

光と換気のための天窓を股置。香りのいい素材の高い天井は、のびのびとした子

供の成長が期待出来そうです。
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ス
ク
リ
ー
ン
に
は
、
神
戸
を
象

徴
す
る
シ
ー
ン
も
随
所
に
登
場

す
る
。ス
ト
ー
リ
ー
は
、
荒
牧
社
長

の
命
で
、
渡
辺
泰
之
さ
ん
と
幸

田
多
純
さ
ん
が
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
コ
ッ
ト
ン
の
原
料
と
な
る
綿

花
の
栽
培
を
行
う
テ
キ
サ
ス
州

の
エ
ル
パ
ソ
と
い
う
町
へ
行
き
、

ど
の
よ
う
に
栽
培
さ
れ
、
製
造

さ
れ
て
い
く
か
を
見
て
学
ん
で

く
る
と
い
う
も
の
。
エ
ル
パ
ソ

で
は
、
無
農
薬
で
有
機
栽
培
を

行
い
、
通
常
の
綿
花
栽
培
の
加

倍
以
上
も
の
労
力
を
費
や
し
て

デ
ン
マ
ー
ク
を
は
じ
め
と
す
る
北
欧
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
、
日

本
で
は
親
し
み
の
薄
か
っ
た
商
品
を
取
り
扱
う
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

業
界
に
新
し
い
風
を
吹
き
込
む
㈱
エ
フ
エ
ル
エ
ス
。
今
度
は
快
適

性
や
安
全
性
の
高
い
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
コ
ッ
ト
ン
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
製
作
。
そ
の
上
映
会
が
開
催
さ
れ
た
。

㈱
エ
フ
エ
ル
エ
ス
が
商
品
Ｐ
Ｒ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
発
表

「
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

～
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
コ
ッ
ト
ン
を
求
め
て
～
」

神
戸
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
世

界
へ
向
け
て
発
信
す
る
大
丸
神

戸
店
を
中
心
と
し
た
旧
居
留
地

界
隈
。
咋
年
皿
月
に
は
、
新
た

アパレル霊阿に一六扉画雰題壷起こずＩ１Ｐｎｎ４ｇ軍翫”蔭、《乍『!
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牽凶匠
腫ｑ

す
る
こ
の
映
画
ｃ
出
演
者
も
荒

牧
社
長
を
は
じ
め
す
べ
て
エ
フ

エ
ル
エ
ス
の
ス
タ
ッ
フ
や
取
引

先
と
い
う
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
。

｢ＭＩＳＳＩＯＮ～オーガニックコットンをもとめて～」のＤＶＤジャケット

な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
、
㈱

エ
フ
エ
ル
エ
ス
の
新

社
屋
が
誕
生
し
た
。

常
に
、
新
し
い
発
想

で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
情

報
を
発
信
す
る
荒
牧

英
樹
社
長
の
手
腕
も

見
逃
せ
な
い
。

１
月
帥
日
、
エ
フ

エ
ル
エ
ス
の
新
し
い

取
り
組
み
や
商
品
を
、

ビ
ジ
ュ
ア
ル
を
通
し

て
紹
介
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ

の
制
作
発
表
会
が
神

戸
朝
日
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
た
。
「
Ｍ
Ｉ

Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
～
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
コ
ッ
ト
ン

を
求
め
て
～
」
と
題

映
画
。
出
演
者
も
荒

藤『‘

8２

篭

エルパソの綿花栽培を目の当たりにする幸田さん

い
る
。
つ
ま
り
科
学
薬
品
を
使

用
し
て
い
な
い
か
ら
、
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
コ
ッ
ト
ン
に
は
、
肌
に

快
適
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
環

境
に
配
慮
し
た
素
材
で
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
栽
培
に
桃
わ
る
人
々

が
、
愛
情
を
注
ぎ
な
が
ら
栽
培

を
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い

る
。
快
適
で
、
安
心
で
き
る
生

活
文
化
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
。

こ
れ
が
エ
フ
エ
ル
エ
ス
の
使
命

な
の
だ
ろ
う
。
荒
牧
社
長
は

「
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
パ
ー
ト
Ⅱ

の
制
作
も
今
後
予
定
し
て
い
ま

す
。
映
像
を
使
っ
て
わ
か
り
や

す
く
伝
え
て
い
き
た
い
」

』
牽
一
》

己
垂
Ｉ

㈱エフエルエス荒牧秀樹社長

侭
Ｉ

舞台あいさつを行う
杉本幸雄監督と渡辺泰之さん、幸田多純さん
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フォーラムとトークショーを
企画した河内さん

北
野
町
の
異
文
化
コ
ミ
ユ
ー
ー
テ
イ
を
発
信
。
河
内
厚
郎
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

「
神
戸
・
北
野
発
２
０
０
４
年

ト
ー
ク
＆
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」

世
界
中
で
紛
争
が
絶
え
な
い
が
、
北
野
町
に
は
国
や
宗
教
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
育
ま
れ
て
き
た
土
壌
が
あ
る
。
今
回
、
兵
庫
県
阪
神
淡

路
大
震
災
復
興
加
周
年
事
業
企
画
委
員
を
務
め
る
河
内
厚
郎
さ
ん

が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
原
点
を
北
野
町
か
ら
発
信
し
て
い
き
た
い

と
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
企
画
し
た
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
す
多
く
の
外
国
人
が
生
活
を
営
ん

で
に
９
年
が
過
ぎ
た
。
当
時
は
で
き
た
。
さ
ま
ざ
ま
民
族
や
宗

震
災
が
契
機
と
な
っ
て
市
内
各
教
、
異
な
る
文
化
を
も
ち
な
が

所
で
、
市
民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ー
ー
ら
、
個
性
を
尊
重
し
な
が
ら
共

テ
ィ
の
形
成
が
見
ら
れ
、
国
籍
存
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
、
日

や
宗
教
を
超
え
て
助
け
合
う
姿
本
の
ど
の
地
域
よ
り
も
確
立
さ

は
、
神
戸
が
成
熟
し
た
大
人
の
れ
て
い
た
。

町
で
あ
る
こ
と
を
強
く
印
象
付
１
月
釦
日
、
互
い
の
イ
デ
オ

け
た
。
神
戸
北
野
町
に
も
、
異
ロ
ギ
ー
を
越
え
て
異
教
徒
が
共

人
館
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
存
す
る
、
街
と
文
化
の
あ
り
方

8３

－－－－ー≦壁一

北野譜２００４
1

層

ｉｆ．胃裁共鋪時”‐ﾗム

＆
第一部のフォーラム出席者。

右から河内さん、アナビアンさん、佐藤さん、ラジ･サタルさん

街
と
文
化
の
あ
り
方

を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ

ム
「
神
戸
・
北
野
発

２
０
０
４
」
が
、
神

戸
ネ
ザ
ー
ラ
ン
ド
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。

今
回
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

を
担
当
し
た
河
内
厚

郎
さ
ん
は
「
今
、
世

界
中
で
紛
争
が
絶
え

な
い
が
、
北
野
町
に

は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
、

ユ
ダ
ヤ
教
会
、
ジ
ャ

イ
ナ
教
会
、
イ
ス
ラ

ム
教
会
、
日
本
の
神

社
な
ど
が
共
存
し
て
い
ま
す
。

生
き
た
宗
教
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

よ
う
な
街
で
す
。
そ
ん
な
北
野

町
か
ら
、
異
文
化
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
発
信
し
て
い
き
た
い
」

第
一
部
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

河
内
さ
ん
の
他
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
レ

ポ
ー
タ
ー
の
ダ
リ
ア
・
ア
ナ
ビ

ア
ン
さ
ん
、
北
野
天
満
神
社
の

宮
司
、
佐
藤
典
久
さ
ん
ら
が
出

席
し
た
。
「
徒
歩
皿
分
以
内
に
、

様
々
な
寺
院
が
あ
る
街
は
北
野

町
ぐ
ら
い
。
こ
れ
ほ
ど
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
街
は
な
い
」
（
ア

ナ
ビ
ア
ン
さ
ん
）
。
「
北
野
天
満

神
社
で
は
国
籍
や
宗
教
に
と
ら

わ
れ
な
い
国
際
祭
り
を
開
催
。

違
和
感
な
く
外
国
人
が
一
緒
に

集
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
北
野

町
な
ら
で
は
」
（
佐
藤
さ
ん
）
。

第
２
部
で
は
、
Ｏ
Ｓ
Ｋ
日
本

函キ

｢震災10年目にも北野の地で開催したい」と河内さん

Ｅ〆

－－号１』辱』＊歌
劇
団
の
元
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
・

那
月
峻
さ
ん
、
千
爽
貴
世
さ
ん

に
よ
る
「
ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ
イ
ト
」

が
上
演
さ
れ
、
つ
め
か
け
た
観

衆
を
魅
了
し
た
。
「
多
く
の
エ

ト
ラ
ン
ゼ
が
集
ま
っ
て
き
た
北

野
町
に
ふ
さ
わ
し
い
歌
劇
を
念

頭
に
お
い
て
企
画
し
ま
し
た
。

来
年
は
震
災
か
ら
如
年
目
。
い

ち
早
く
形
成
さ
れ
て
き
た
北
野

町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
発
信
し

て
い
き
た
い
」
と
河
内
さ
ん
。
雛

ミュージカルの主演を務めた那月峻さん
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、

昭
和
馴
年
に
中
野
肇
社
長
が
神
戸
で
創
業
し
て
か
ら
、
現
在
で
は
３
万
５
０
０
０
人
を
超
え
る
会
員
数
を
誇
る
、
和

紙
ち
ぎ
り
絵
の
「
し
ゅ
ん
こ
う
」
は
、
北
野
工
房
の
ま
ち
の
２
階
で
、
和
紙
ち
ぎ
り
絵
の
材
料
と
な
る
神
戸
和
紙
の

手
す
き
の
作
業
を
一
般
客
に
公
開
し
て
い
る
。
製
作
に
携
わ
る
田
中
敏
弘
さ
ん
は
、
元
は
証
券
マ
ン
だ
っ
た
が
、
ち

ぎ
り
絵
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
て
、
和
紙
の
世
界
に
飛
び
込
ん
だ
。
神
戸
和
紙
を
ち
ぎ
り
絵
の
材
料
だ
け
で
な
く
、

日
本
の
伝
統
産
業
と
し
て
後
世
に
伝
え
る
橋
渡
し
役
に
も
な
り
た
い
と
話
す
。

蒋
誰
蓄
卿
侭
ｌ
⑯
田
中
敏
弘
譲
議
し
ゅ
ん
こ
う

和
紙
ち
ぎ
り
絵
を
彩
る
神
戸
和
紙
を
す
ぐ
。

日
本
の
伝
統
文
化
を
後
世
に
も
伝
え
た
い
。

8４8４

三弐＝
”

田中敏弘（たなかとしひろ）
1962年名古屋市生まれ。

1987年丸万証券㈱（現東海東京証券）入社。
1997年㈱しゅんこう入社、同年11月紙漉の勉強のため高知県へ。
1998年７月北野工房のまち「サロン・ド・パビエ神戸和紙」オー
プン、店長就任、現在に至る。財日本和紙ちぎり絵協会評議員。

ｒｎ
Ｆ
二
一
》
一
一
》
ロ
言
．
●
●
‐

Ｉ

｡『

毎〆

勺
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次代を創る神戸のニューリーダー

今
の
仕
事
を
始
め
る
ま
で
、
私
は
和

紙
ち
ぎ
り
絵
な
ど
、
ま
っ
た
く
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
が
震
災
後
、
し
ゅ

ん
こ
う
設
立
加
周
年
の
記
念
展
が
あ
っ

た
の
で
す
。
そ
の
と
き
私
は
ま
だ
名
古

屋
に
い
た
の
で
す
が
、
中
野
社
長
に
招

い
て
も
ら
い
、
し
ゅ
ん
こ
う
の
展
覧
会

な
ど
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
。

そ
の
と
き
社
長
の
話
を
聞
き
、
夢
の
あ

る
ビ
ジ
ネ
ス
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
老
齢

化
社
会
に
向
か
っ
て
い
く
な
か
で
、
そ

こ
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
で

す
。
そ
し
て
美
し
い
も
の
を
つ
く
っ
て

い
く
商
売
で
あ
る
こ
と
が
魅
力
的
で
し

た
ね
。
そ
れ
ま
で
私
は
証
券
マ
ン
で
し

た
。
も
ち
ろ
ん
証
券
マ
ン
も
、
お
客
様

に
喜
ん
で
も
ら
う
た
め
に
や
っ
て
い
る

の
で
す
が
、
結
果
が
で
な
け
れ
ば
お
客

様
を
悲
し
ま
せ
た
り
、
叱
ら
れ
た
り
し

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
仕
事
は
、
お
客

様
に
気
持
ち
よ
く
喜
ん
で
も
ら
え
る
仕

事
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
初
め
て
ち
ぎ
り
絵

を
見
た
と
き
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
ね
。

そ
れ
ま
で
は
私
自
身
も
、
ち
ぎ
り
絵
と

い
え
ば
山
下
清
の
世
界
を
連
想
し
て
い

ま
し
た
。
家
内
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
話
は

聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
見
た
と

き
は
、
「
こ
れ
が
本
当
に
和
紙
な
の
か
」

自
社
製
和
紙
の
開
発
か
ら

神
戸
和
紙
の
誕
生
へ

と
思
い
ま
し
た
ね
ｃ
工
房
を
訪
れ
て
、

初
め
て
ご
覧
に
な
る
お
客
様
も
、
一
様

に
私
と
同
じ
感
想
を
持
た
れ
る
よ
う
で

す
。
私
が
し
ゅ
ん
こ
う
に
入
っ
た
と
き
は
、

ま
だ
ま
だ
ち
ぎ
り
絵
愛
好
家
が
増
え
て

い
る
状
態
で
し
た
。
愛
好
家
が
増
え
る

と
い
う
こ
と
は
、
和
紙
の
需
要
が
増
え

る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
和
紙
産
業
は

斜
陽
産
業
で
し
た
。
す
き
手
の
高
齢
化

や
、
商
売
に
な
り
辛
い
な
ど
と
い
う
こ

と
で
、
衰
退
し
て
い
っ
て
い
る
の
で
す
。

し
か
し
う
ち
と
し
て
は
和
紙
が
必
要
で

し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
和
紙
屋
さ
ん
に
声

を
か
け
て
も
、
な
か
な
か
欲
し
い
和
紙

が
手
に
入
り
ま
せ
ん
。
和
紙
が
手
に
入

ら
な
け
れ
ば
、
教
材
の
供
給
に
も
支
障

を
き
た
し
ま
す
。
当
時
、
和
紙
不
足
の

ジ
レ
ン
マ
は
常
に
抱
え
て
い
た
よ
う
で

す
。
何
と
か
自
社
で
和
紙
を
漉
き
た
い

と
い
う
の
が
、
社
長
の
念
願
だ
っ
た
の

で
す
。
そ
ん
な
折
に
私
が
入
社
し
、
じ
ゃ

あ
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
土
佐
和
紙
で
有

名
な
高
知
で
お
世
話
に
な
り
、
半
年
ほ

ど
山
の
中
に
住
み
込
み
で
、
勉
強
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

北
野
工
房
の
ま
ち
が
で
き
た
の
が
平

成
加
年
７
月
で
す
が
、
私
が
高
知
か
ら

戻
っ
て
き
た
の
が
、
同
じ
年
の
３
月
末

で
す
。
４
月
か
ら
自
社
で
和
紙
を
つ
く

る
予
定
に
し
て
い
た
の
で
す
が
、
神
戸

市
さ
ん
か
ら
北
野
工
房
の
ま
ち
の
出
店

の
話
を
い
た
だ
き
、
こ
こ
で
や
ら
せ
て

も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
歴
史
上
、

神
戸
で
紙
を
す
い
て
い
た
と
い
う
記
録

は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
で
す

か
ら
結
果
的
に
、
神
戸
で
創
業
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

和
紙
の
呼
び
名
は
土
佐
、
出
雲
、
越

前
な
ど
旧
国
名
を
用
い
て
い
る
も
の
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
自
社
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
命
名
す
る
際
に
、
摂
津
和
紙
に
す
る

な
ど
の
案
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
あ
え

て
モ
ダ
ン
な
名
前
を
名
乗
ろ
う
と
、
神

戸
和
紙
に
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
。土
佐
で
習
っ
た
技
術
で
す
が
、
い
ま

の
神
戸
和
紙
は
、
土
佐
和
紙
と
は
ま
っ

た
く
違
う
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
神

戸
和
紙
の
特
徴
は
、
剥
ぐ
こ
と
の
で
き

る
和
紙
と
い
う
こ
と
で
す
。
原
料
、
す

き
方
な
ど
研
究
が
必
要
で
し
た
し
、
い

ま
も
研
究
中
で
す
ね
。
手
作
業
に
な
り

ま
す
か
ら
、
一
日
に
２
４
０
～
２
５
０

枚
ぐ
ら
い
作
る
の
が
や
っ
と
と
い
っ
た

感
じ
で
す
。
北
野
工
一
房
の
ま
ち
で
す
い

た
和
紙
が
ち
ぎ
り
絵
の
教
材
と
な
り
、

全
国
に
出
荷
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
紙

の
色
数
も
１
０
０
種
類
以
上
に
も
の
ぼ

り
ま
す
。
私
自
身
は
ち
ぎ
り
絵
は
や
り

ま
せ
ん
。
素
材
を
つ
く
る
側
と
し
て
、

作
家
さ
ん
の
意
見
を
聞
い
て
い
る
方
が

い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

8５
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すき上がった和紙を一枚一枚重ねていくＣ

ｌ日250枚ほどが限度という

し
ゅ
ん
こ
う
の
創
業
は
昭
和
団
年
に

な
り
ま
す
。
私
ど
も
の
会
社
は
、
全
国

で
ち
ぎ
り
絵
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
方
々

に
教
材
を
供
給
し
て
い
ま
す
。
い
ま
現

在
、
活
動
さ
れ
て
い
る
認
定
講
師
が
１

４
０
０
人
ほ
ど
、
生
徒
数
は
３
万
５
０

０
０
～
４
万
人
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。
大

き
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

昭
和
印
年
代
後
半
あ
た
り
に
、
一
種
の

カ
ル
チ
ャ
ー
ブ
ー
ム
が
あ
っ
た
ら
し
く
、

そ
の
ブ
ー
ム
に
乗
る
こ
と
が
で
き
た
よ

う
で
す
。
あ
と
山
間
部
、
農
村
部
に
も

愛
好
家
が
多
い
の
で
す
。
雪
で
出
歩
け

な
い
地
方
の
人
に
も
、
ぴ
っ
た
り
の
趣

味
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

年
齢
的
に
は
年
配
の
方
が
多
く
、
し

か
も
ほ
と
ん
ど
が
女
性
で
す
。
経
済
的

な
負
担
が
厳
し
い
趣
味
な
ら
続
き
ま
せ

ん
が
、
材
料
が
和
紙
と
シ
キ
シ
く
ら
い

で
す
か
ら
、
安
い
も
の
な
ら
７
０
０
円

か
ら
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
デ
ザ
イ
ン

部
門
は
苦
労
し
て
い
ま
す
ね
。
四
季
の

風
景
な
ど
を
、
和
紙
だ
け
で
何
パ
タ
ー

ン
も
つ
く
る
の
は
大
変
で
す
か
ら
。
同

じ
様
な
デ
ザ
イ
ン
で
は
す
ぐ
に
飽
き
ら

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
点
、
う
ち
の

人
気
教
材
で
も
あ
る
干
支
は
、
毎
年
違

う
も
の
が
必
ず
来
ま
す
し
、
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
て
も
喜
ば
れ
る
素
材
で
す
ね
。

8６

むらをつくらないように、細心の注意を払う。

特に、四隅がぷ厚<なりがちなので気を付けるという

和紙の原料である猪の樹皮や繊維を

煮込み、すいていく

日
本
人
が
つ
く
っ
た
和
紙
を

も
っ
と
身
近
な
存
在
に

創
業
当
時
は
社
長
を
中
心
に
、
ほ
ん

の
数
名
で
は
じ
ま
っ
た
会
社
で
す
。
芦

屋
・
宝
塚
・
西
宮
の
３
カ
所
に
で
き
た

の
が
第
１
期
の
教
室
で
す
。
こ
の
地
区

は
文
化
的
レ
ベ
ル
が
高
い
の
だ
そ
う
で

す
。
東
京
の
山
の
手
地
区
の
文
化
指
数

を
１
０
０
と
し
た
と
き
に
、
１
０
０
を

越
え
て
い
た
ら
し
い
で
す
か
ら
ね
。
ま

だ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
い
う
言
葉
さ
え
な
い

時
代
で
し
た
が
、
お
酒
落
で
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
な
趣
味
と
し
て
提
案
し
た
の
で
す
。

も
と
も
と
社
長
の
お
母
様
が
、
ち
ぎ

り
絵
を
始
め
ら
れ
て
、
そ
れ
を
見
て
き

た
中
野
社
長
が
、
ち
ぎ
り
絵
を
も
っ
と

全
国
に
広
め
た
い
と
考
え
た
の
で
す
。

し
か
し
お
母
様
が
ひ
と
り
で
、
各
地
を

教
え
て
回
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
よ

ね
。
そ
こ
で
手
本
や
型
紙
の
シ
ス
テ
ム

を
考
え
た
の
で
す
。
最
初
は
直
営
の
教

室
や
通
信
販
売
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
よ

う
で
す
。
ま
だ
宅
急
便
も
な
い
時
代
で

し
た
か
ら
、
社
長
が
ラ
イ
ト
バ
ン
に
乗
っ

て
、
各
教
室
を
回
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

ち
ぎ
り
絵
で
つ
な
が
る

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

い
ま
北
野
工
一
房
の
ま
ち
に
は
、
私
を

含
め
て
５
人
の
職
人
が
い
ま
す
。
工
房

の
ま
ち
が
で
き
て
５
年
で
す
が
、
う
ち

の
紙
す
き
工
房
は
こ
こ
だ
け
で
す
。
オ
ー

プ
ン
当
初
は
、
素
人
の
よ
う
な
も
の
で
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イ

し
た
の
で
、
見
ら
れ
な
が
ら
す
る
の
は

か
な
り
つ
ら
か
っ
た
で
す
ね
。
水
を
扱

う
仕
事
な
の
で
、
冬
場
は
特
に
厳
し
い

作
業
で
す
が
、
い
ま
で
も
仕
事
は
面
白

い
で
す
。
も
の
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と

は
い
い
で
す
ね
。
最
初
に
紙
が
で
き
た

と
き
は
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
よ
。

手
す
き
和
紙
と
い
う
の
は
ど
ん
ど
ん

衰
退
し
て
い
っ
て
い
る
産
業
で
す
。
自

分
が
携
わ
っ
て
い
る
以
上
、
無
く
な
っ

て
い
く
の
は
寂
し
い
で
す
し
、
何
か
活

路
を
見
い
だ
し
て
い
き
た
い
と
常
々
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
ず
、
も
っ
と
和
紙
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
す
ね
。

し
ゅ
ん
こ
う
の
和
紙
ち
ぎ
り
絵
は
、

自
信
を
持
っ
て
き
れ
い
だ
と
言
え
る
世

界
で
す
。
も
っ
と
裾
野
が
広
が
っ
て
、

認
知
さ
れ
れ
ば
い
い
な
あ
と
思
い
ま
す

ね
。
日
本
全
国
の
ど
こ
か
で
、
毎
日
の

よ
う
に
展
覧
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

①北野☆エ房のまち２Ｆには、

田中さんのアトリエの他、四

生
徒
さ
ん
た
ち
の
作
品
を
、
銀
行
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
や
郵
便
局
の
壁
に
飾
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
い
う
活
動
が
も
っ
と
活
発
に

な
っ
て
い
き
、
日
本
画
や
洋
画
と
並
ぶ

ス
テ
イ
タ
ス
を
得
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

素
材
も
技
術
も
、
日
進
月
歩
で
向
上
し

て
い
ま
す
の
で
。
海
外
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
な
ど
も
、
お
話
を
い
た
だ
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
も
っ
と
日
本
で

認
知
さ
れ
た
い
で
す
ね
。

３

サ
ロ
ン
・
ド
・
パ
ピ
エ
神
戸
和
紙

神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通
３
１
打

北
野
☆
エ
房
の
ま
ち
２
Ｆ

公
０
７
８
１
２
６
１
１
０
７
０
２
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